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算 数 科 学 習 指 導 案（略案）
平成２２年 ６月 ９日（水）第４校時

４年１組（教室） 指導者 石田 俊彦

１ 単元名 はしたの大きさの表し方を考えよう（小数）

２ 本時の学習（全１１時間分のうちの６時間目）

(1) ねらい
簡単な場合の小数のたし算のしかたを考えることができる。

(2) 準備
教師：学習プリント、学習プリントの拡大、教科書

児童：教科書、ノート

(3) 展開
学 習 活 動 時間 学習活動への支援及び留意点 観点評価項目（方法）

（児童のつぶやき、動き など） （人権教育にかかわる配慮事項には ） ○おおむね ◎十分

◆努力を要する児童への手だて

１ 問題１（既習 ○学習プリントやその拡大掲示物

問題…整数のたし を活用し、時間の節約をする。

算）を考える。 ５ ○簡単に解けるような既習問題（５

○式を立てる ℓ＋３ℓ＝８ℓ）を提示し、立式を

○言葉の式を考え させたり、言葉の式を考えさせた

る。 りする。

２ 問題２（未習 ○問題１の数字の部分だけを変え

問題…小数のたし た、問題２を与えることで、それ

算）を考える。 ８ ぞれの問題が、同じ構造であるこ

①問題１と比べて、 とを理解させた上で、式を立てさ

共通点と違いを考 せる。

える。 ○今後の学習が小数のたし算であ

②問題のしくみが ることを意識させる。

同じであることを

理解する。

③ことばの式を考

える。

④式を立てる。

⑤これからの学習

が小数のたし算で

あることを知る。

３ 課題「0.5+0.3
の計算のしかたを 考

考えよう！ ＊今 ○自分の考えをしっかりと持つこ ○０．５＋０．３の

までの学習を生か とや考えがまとまらなくても、考 計算のしかたを考え

して。＊図なども えたところまでを伝えられるよう ることができてい

使って）」に取り に、一生懸命考えるよう指示をす る。

組む。 る。 ◎０．５＋０．３の

①自力解決 １５ ○真剣に考えている児童に対して、 計算のしかたを多様

賞賛や励ましの言葉をかける。 な（２つ以上の）方

○机間指導の中で、数名を指名し、 法で考えることが

板書させる。 できている。
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②数名が発表 ５ ○友達の発表をしっかりと聞くと （プリントへの書き

ともに、友達の考えをプリントに 込み）

書いておくよう、指示する。 ◆プリントの図を使

③一斉学習でまと ５ って考えることや

める。 ○子どもたちの考えた言葉を取り ０．１をもとして考

キーポイント 入れながら、まとめる。 えることなどを示唆

小数のたし算の する。

しかた

①０．１をもと

にして、その数

から求める。

②小数第一位の

数字どうしをた

した後、小数点

をつける。

など

４ 練習問題に取 ５ ① 0.3+0.4 ② 0.7+0.2 ③ 0.5+0.5
り組む。 ④ 0.4+0.6 ⑤ 0.9+0.3 ⑥ 0.5+0.8

など

５ 次時の学習内 ２ ○次時の学習につながるような投

容への流れを知る。 げかけをする。

「次回は、今日の

学習を生かして、

小数のたし算の学

習を深めたり、小

数のひき算の学習

をしたりします。」


